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高原地域における肉用牛生産の現状と課題

（第1報）肉用牛生産の経営形態

武藤軍一郎・古沢　弘敏・福留　　功

1．　目　的

　　日米農産物の自由化問題、とりわけ牛肉の自由化が実現すれば、わが国の肉用牛生産は壊減的な

打撃を受けると言われている。自由化をすべきでないのは当然であるが、国民により安い牛肉を供

給するためには、牛肉生産費を切り下げねばならない。そこで、わが国で主要な肉遠忌子取り地帯で

　ある大分県久住町を対象に肉回国農家の現状と課題について、経営・技術の面から検討を行うこと

　にした。

2　材料と方法

　　久住町畜産センターの集落別肉用牛飼養調査によって、平均飼養率より高く、積極的に牧野組合

の運営を行ない、肉用牛飼養に取組んでいるA集落を、大字都野から選んだ。

　　1985年7月に農家実態調査および肉春画子取り生産費調査を行なった。なお、調査期間は、

　1984年4月1日から1985年3月31日となっている。

乙　結果および考察

　1）A集落は農家が21戸で、うち牛飼養者が17戸である。経産牛飼養頭数は6頭以下が14戸

　　だが、7頭以上が3戸で、多頭化が進みっつある。しかし、経産牛を10頭飼養する農家も複合

　　経営を行なっている。第1表にみるように、これら17戸の経営形態は、いずれも水稲と結合し

　　ている。　だが、水稲＋牛という形態は4戸で、8戸にシイタケが結合しており、水稲＋牛＋シ

　　イタケが最も多い。

　2）水田の面積は25～400aで、150a以上が18戸を占め、大きな柱になっている。大部分の

　　農家の農業粗収入の過半を水稲が占めている。水田の面積と牛の頭数との間に相関は認められな

　　いが、頭数が4頭以下では、水稲粗収入が60％以上を占めている。ただし、7頭以上の農家は、

　　水田が2．5hα以上と大きく、水稲の粗収入は50％以下である。この農家群は、従来久住町に一

　般的に存在していた農家経営、農法から抜け出たとみてよい。
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3）一方、兼業化の進展が著しい。Nα5、7、8、11、15、17がそうである。　Nα12、13、14

　は専業農家の形態iを示すが、実際は息子が他出した40代・50代の夫婦世帯である。経済的には

　最近の子牛価格の低落、それと結びついているが、社会的には嫁飢饅が兼業化を促進し、息子夫

婦は農業をやらない方向に進んでいる。これぽ、逆にみると40代以上による牛飼いであって、

頭数の増頭は望めず、数年後には無畜農家の増加を予想させる。いずれにせよ、経営形態をめぐ

　って、各経営の条件に合わゼて、所得確得をめざし多様な方向が出はじめている。肉用牛生産の

場が、このように多様化していることは重視されるべきであろう。

4）多くの農家が田を増加してきている。この購入は多くの場合、離村者または老人のみの農家か

　らの買い入れとなっている。これまでの農民層の分化は、切り下げられた労賃の蓄積によって、

　水田面積の拡大を続けて来た。

5）子牛販売粗収入は28．7～247万円となっている。100万円以下が10戸、101～200万

円が6戸でそれ程大きなものではない。子牛価格の低調の中で、アサマムギの作付面積の増加が

注目される。

6）農業粗収入が農家粗収入の80％以上を占める農家が12戸、60％以上で取ると15戸もあ

　って、農業の重要性が指摘できる。畜産からの粗収入は、それ程大きくないとは言え、堆肥の生

産、地域の草資源の活用、労働の場の創出という点からみると積極的評価が与えられる。
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